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　花に親しみ、育てる楽しさ
を知ってもらおうと市内の小
学４年生を対象に「花育教室」
が行われ、１人１鉢プランター
へパンジーやビオラなどの寄
せ植えを体験しました。作成
したプランターは花と緑のぐ
んまづくりの時期に各会場周
辺などに飾られる予定です。

令和２年のスケジュール

日時 内容

３月中旬 プランター・ハンギングバスケット
作り

４月上旬 花壇作り

４月 25日 オープニングセレモニー

４月 26日～
５月 23日 各種イベント

５月 24日 クロージングセレモニー
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２
弾
と
し
て
11
月
か
ら

は
大
盛
り
企
画
の「
鬼
盛
り
」

が
10
店
舗
で
始
ま
り
ま
し
た
。

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
カ
レ
ー

や
焼
き
そ
ば
、
パ
ス
タ
、
ラ
ー

メ
ン
、
肉
丼
な
ど
が
各
店
舗 ↑麻婆鬼ぎり

↑もりもり肉丼

花と緑のぐんまづくり通信
https://www.city.fujioka.gunma.jp/hanamidori/

問い合わせ　都市施設課（☎402332）
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花と緑に親しむ　花育教室
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　高山社跡は清温育の開発や指導教育を行っ
た地です。実習生の増加に伴い本社が移転し
た後も実習を行う分教場として、多くの生徒
を受け入れていました。焚屋は実習生たちが
生活の中で使っていた風呂と炊事用の建物で
す。木造平屋造りでユドノ（風呂場）とドマ（炊
事場）が仕切られた２部屋構造で、部屋の間
仕切りには小さな窓がありました。風呂の
焚
た き ぐ ち

口は石とレンガで作られており、ドマ側に
あります。建築年代は図面史料や考古学的な
調査によって、明治27年３月以降であるこ
とが分かりました。ユドノには風呂釜が設け
られ、その周りを洗い場にし、脱衣所もあり
ました。洗い場のコンクリート床面を調査し
たところ、もう一面の床面が確認されたこと
から、大正・昭和にかけて風呂場が改修され
た経過を知ることができました。現在は当時

のコンクリート床面の高さを透明アクリル板
で復元し、風呂釜の跡などが観覧できます。
図面史料「風

ふ

呂
ろ

場
ば

普
ふ し ん

請書
し ょ る い い れ

類入」には、ドマに
複数の釜場や水場などが記されており、土の
焼けた跡（釜場）が現地で確認され、炊事場
があったことがうかがえます。ぜひ、高山社
跡で焚屋を見学してください。

　明けましておめでとうございます。
　藤岡市とは、日本三辻の一つを有するご縁で昭
和61年に姉妹都市提携を結んで以来、文化やス
ポーツなど幅広い分野で交流を重ねてまいりまし
た。
　昨年の藤岡まつりには、当市町会長連合会の役
員も参加させていただき、藤岡市区長会の皆さま
と交流を深めました。
　また、11月に開催した当市の文化祭では、藤
岡市文化協会の皆さまの絵画、写真、俳句を展示
させていただき、多くの羽咋市民に鑑賞いただき
ました。
　その他、６月には藤岡市の美術協会、８月には

ジュニアバレーボー
ルチーム藤岡ＥＡＳ
Ｔにお越しいただく
など、さまざまな年
代での交流も盛んに
行われた一年であり
ました。
　結びに、藤岡市の
更なるご発展と藤岡
市民の皆さまのご健
勝、ご多幸をお祈り
申し上げ、新年のあ
いさつといたします。 羽咋市長　山辺芳宣

年賀あいさつ

～藤岡の文化を探る～
問い合わせ　文化財保護課（☎㉓ 5997）

 No.46 高山社跡「焚
た き や

屋」
～実習生の風呂場と炊事場～

ユドノの風呂釜（右上）や洗い場
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石川県羽咋市
は く い


